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震
災
か
ら
一
年
。

災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て ―

東北地方太平洋沖地震の概要
■ 発生時刻 平成 23年 3月 11日  午後 2時 46分 
■ 震 源 地  三陸沖（牡鹿半島沖東南東 130km付近  震源深さ 24km） 
■ 地震規模 マグニチュード 9.0 
■ 最大震度 震度 7
■ 災害呼称 東日本大震災（平成 23年 4月 1日閣議）

本
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨

年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生

か
ら
１
年
。

日
々
、
懸
命
な
復
旧
作
業
が
市
内
各

地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

徐
々
に
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
ま
た
大
き
な
地
震
が
起

こ
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
震
災
で
経
験
し
た
こ
と
を
も
と

に
、
復
旧
と
あ
わ
せ
て
、
災
害
に
強
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
ま
ち
の
震
災
か
ら
の
復
旧
、

そ
し
て
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
特

集
し
ま
す
。

本市の被害状況・震災対策等
■ 最大震度 震度６弱 
■ 死傷者数 死者１人、負傷者２人 
■ 避難者数 2,361人（避難所開設 22カ所）
■ 家屋被害（り災証明交付件数）
　　　　　  全壊 106棟、大規模半壊 307棟、半壊 916棟、一部損

壊 4,289棟（平成 24年 2月 14日現在）
■ 被災証明 20,366件（平成 24年 2月 15日現在）
■ 震災対策　   平成 23年 3月 11日  午後 3時　災害対策本部会議設置
　　　　　　   ／ 4月 8日　災害復興対策本部会議設置
■ 復旧経過　   平成 23年 3月 16日  市内全域の送電完了／ 3月 19日  

市内全域に上水道通水／ 3月 22日  下水道の応急復旧完
了

特　集
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進
む
、ま
ち
の
復
旧
。

一
日
も
早
い
市
民
生
活
・
産
業
・

地
域
再
生
と
再
建
を
目
指
し
、
道
路
・

下
水
道
や
教
育
施
設
な
ど
の
復
旧
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得

て
の
市
民
協
働
に
よ
る
復
興
に
向
け

て
、「
常
陸
太
田
市
震
災
復
旧
・
復
興

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
・
24
年
度
半
ば
ま
で
を
復

旧
期
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど

を
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
を
復
興
・

再
生
期
と
し
て
地
域
の
活
力
を
高
め

る
た
め
、
ま
ち
の
復
旧
・
復
興
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

道
路
・
上
下
水
道

市
道
棚
谷
線
や
市
道
花
房

青
木
線
な
ど
の
道
路
、
玉
造

交
差
点
付
近
の
下
水
道
、
茅

根
水
源
導
水
管
・
配
水
管
な

ど
１
７
９
件
に
つ
い
て
、
今

年
３
月
末
ま
で
に
約
90
・

９
％
の
復
旧
の
完
了
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

教
育
施
設

太
田
中
学
校
体
育
館
や
、

郡
戸
幼
稚
園
園
舎
な
ど
27
件

に
つ
い
て
、
今
年
３
月
末
ま

で
に
約
81
・
８
％
の
復
旧
の

完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

＊ 

世
矢
中
体
育
館
の
建
て
替
え
が
平

成
24
年
度
に
行
わ
れ
る
こ
と
や
、

峰
山
中
な
ど
５
校
の
プ
ー
ル
整
備

が
現
在
検
討
中
の
た
め
、
復
旧
割

合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設

市
役
所
本
庁
や
パ
ル
テ
ィ

ホ
ー
ル
、
山
吹
運
動
公
園
市

民
体
育
館
、
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
の
一
部
、
総
合
福
祉
会

館
な
ど
58
件
に
つ
い
て
、
今

年
３
月
末
ま
で
に
約
86
・

６
％
の
復
旧
の
完
了
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
約
９
割
の
復
旧
が
完
了

棚谷町の崖の崩落現場粟原町の道路の陥没

金砂郷小体育館郡戸幼稚園の屋根

総合福祉会館の外構

市震災復旧・復興計画
○計画の目標

　 ▽市民生活を再生する　▽まちの活力を再
生する　▽安心して暮らせるまちをつくる

○計画の期間
Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

復旧期

復興・再生期
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交流センターふじ

【被災時の様子】
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震
災
を
経
験
し
て

助
け
合
い
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
。

震
災
後
、
会
社
が
休
み
と
な

り
自
宅
待
機
に
な
っ
た
の
で
、

「
太
田
ワ
ク
ワ
ク
会
」
の
メ
ン

バ
ー
に
声
を
か
け
、
市
の
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
交

流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
の
図
書
館
で

の
図
書
整
理
や
ご
み
処
理
場
で

の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
食
材
を
利
用
し

て
炊
き
出
し
を
行
い
、
お
に
ぎ

り
な
ど
を
作
っ
て
東
町
や
西
町

で
配
っ
て
回
り
ま
し
た
。

一
人
で
は
た
め
ら
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
参
加
も
、
み
ん
な

と
な
ら
一
歩
踏
み
出
せ
ま
す
。

体
力
が
あ
る
若
い
世
代
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
す
ぐ
集
ま
れ

る
体
制
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

震
災
を
経
験
し
て
、
お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

主
な
施
設
等
の
復
旧
見
込　

軽部  武士 さん
  （中城町）

常陸太田市東日本大震災被害対策支
援制度（平成 24年 2月 13日現在）
　○支援金　住宅 20万円、物置等 10万円
　○見舞金　住宅 3万円、物置等 2万円
　＊各金額は上限額

○住宅　　申請件数 2,467件、支給済件数 1,590件
　　　　　支給済額 234,951,000円

○物置等　申請件数 577件、支給済件数 407件
　　　　　支給済額 32,261,000円　

義援金・支援物資
（平成 24年 2月 27日現在）

○義援金　270件、40,678,105円

○支援物資　 52件（非常食、水、乾電池、日常用具、
紙おむつ、タオル、車輌貸出など）　

世矢中学校体育館…平成 25 年 2
月新設復旧予定

南中学校体育館…平成 24 年 3
月復旧予定

主
な
支
援
施
策
等

の
状
況　

交流センターふじ…平成 24年 8
月復旧予定

金砂郷支所…現在の建屋は解体
し、平成 25年度に新設整備予定

里川橋（県事業）…平成 23 年度
仮設橋設置。本工事は平成 24年 11
月頃から。平成 25年度完成予定

善光寺橋・大方橋…平成 25 年
度完成予定（写真は大方橋）

松栄橋…平成 24年 6月完成予定

瑞龍山（水戸徳川家墓所）…平
成 29年 3月復旧予定

旧太田中講堂（県事業）…平成
25年 10月復旧予定
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特  集　震災から一年。

災
害
に
強
い
ま
ち
へ
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
そ
の

対
応
に
よ
る
課
題
や
問
題
等
を
調

査
・
検
証
し
、
今
後
の
防
災
体
制

に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
市
地
域

防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

【
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
主
な
項

目
】

○
行
政
の
防
災
体
制
の
強
化

　

▽ 

迅
速
な
初
動
体
制
の
構
築

（
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、

防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
）

　

▽ 

防
災
資
機
材
等
の
整
備
拡
充

（
水
や
食
料
の
備
蓄
、
資
機

材
の
整
備
な
ど
）

　

▽ 

情
報
伝
達
手
段
の
強
化
（
防

災
無
線
、
メ
ー
ル
配
信
の
活

用
な
ど
）

　

▽ 

災
害
時
支
援
協
定
の
締
結

（
食
料
や
燃
料
等
の
関
係
事

業
者
等
）

○
地
域
・
市
民
へ
の
支
援

　

▽ 

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

安
心
し
て
生
活
で
き
る

こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

知
っ
た
。

大
地
震
が
あ
っ
た
と
き
は
学

校
の
授
業
中
で
、
先
生
の
指
示

で
机
の
下
に
も
ぐ
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。

自
宅
が
井
戸
水
な
の
で
、
３

月
13
日
か
ら
３
日
間
、
お
父
さ

ん
と
お
姉
さ
ん
と
井
戸
水
を
地

域
の
方
に
配
っ
て
回
り
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る

た
び
に
、
地
域
の
方
の
役
に
立

て
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

今
は
自
分
の
部
屋
に
懐
中
電

灯
な
ど
を
置
い
て
、
ま
た
大
き

な
地
震
が
来
て
も
す
ぐ
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
を
経
験
し
て
、

水
と
電
気
は
無
駄
に
は
で
き
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
、

い
か
に
あ
り
が
た
い
こ
と
か
を

知
り
ま
し
た
。

大内  陽平 くん
  （幸久小6年）

（
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

訓
練
の
拡
充
な
ど
）

　

▽ 
災
害
拠
点
施
設
の
整
備
（
地

域
の
避
難
所
の
資
機
材
整
備

な
ど
）

　

▽ 

要
援
護
者
対
策
（
高
齢
者
等

の
避
難
等
へ
の
対
応
）

○ 

原
子
力
災
害
対
策
計
画
の
見
直

し

　

▽ 

30 

km
圏
の
緊
急
防
護
措
置

区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
の
設
定
に

伴
い
、
国
の
指
針
に
基
づ
い

た
見
直
し
を
行
う

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

防
災
体
制
を
強
化

公
共
施
設
等
の
耐
震
化
や

防
災
設
備
を
充
実

日
常
の
要
援
護
者
見
守
り
活
動

を
強
化

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ

き
、
住
宅
や
本
庁
舎
、
学
校
施
設

な
ど
の
公
共
施
設
等
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
瑞
竜
浄
水
場
や
茅
根
水

源
な
ど
非
常
用
自
家
発
電
装
置
の

整
備
や
定
期
点
検
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
地
域
、
保

健
、
医
療
、
消
防
等
が
連
携
し
て

情
報
を
共
有
化
し
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
へ
の
日
常
の
見
守

り
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

震
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、
要

援
護
者
が
円
滑
に
避
難
で
き
る
仕

組
み
を
整
え
ま
す
。

災害に強く、安心して暮らせるまちを目指して ―

【公共施設等の耐震化の目標時期】
市有建築物 Ｈ 27年度までに 100％

学校施設 Ｈ 26年度までに完了

本庁舎 Ｈ 25年度までに完了

金砂郷支所 Ｈ 25年度新設整備

【防災設備の充実等】
瑞竜浄水場、
茅根水源など

Ｈ 26年度までに整備
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測定して数
値を見れば
安心できる。

放
射
線
測
定
器
の
配
置
・
計
画

的
な
除
染
を
実
施

「
市
放
射
性
物
質
除
染
計
画
」

を
策
定
し
、
市
民
協
働
に
よ
り
除

染
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
平

成
25
年
８
月
末
日
ま
で
に
、
住
宅

や
学
校
な
ど
の
生
活
圏
に
お
け
る

市
民
の
追
加
被
ば
く
線
量
を
、
年

間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
し

ま
す
。

ま
た
、
学
校
等
の
公
共
施
設
に

放
射
線
測
定
器
を
配
置
し
、
定
期

的
に
放
射
線
量
を
測
定
し
て
い
き

ま
す
。

現
在
、
市
内
１
２
４
町
会
の
う

ち
、
１
０
３
町
会
で
自
主
防
災
会

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

震
災
で
は
、
自
主
防
災
会
が
大
い

に
活
躍
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
自
主
防
災
会
の
組
織
を

よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
、
自
主

防
災
会
に
お
け
る
研
修
や
資
料
の

提
供
、
訓
練
実
施
に
対
し
て
の
支

援
や
、
防
災
資
機
材
を
整
備
す
る

た
め
の
購
入
費
助
成
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
と
自
主
防
災
会
の

連
携
強
化
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

情
報
が
あ
れ
ば
、
次

に
と
る
べ
き
行
動
に

移
れ
る
。

私
が
所
属
し
て
い
た
消
防
団

金
砂
郷
支
団
第
６
分
団
で
は
、

自
宅
が
被
災
し
て
い
る
団
員
も

み
な
集
ま
り
、
町
会
長
さ
ん
も

一
緒
に
な
っ
て
震
災
の
翌
日
か

ら
地
域
の
巡
回
を
開
始
し
ま
し

た
。
水
道
が
止
ま
っ
て
い
た
た

め
、
と
に
か
く
火
災
を
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
に
地
域
の
皆
さ
ん

に
注
意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

ま
た
巡
回
を
し
な
が
ら
、
住

民
の
安
否
や
家
屋
、
道
路
の
被

害
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

電
気
が
止
ま
り
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
く
、
今
、
ま
ち
が
ど

う
い
う
状
況
な
の
か
全
く
分
か

ら
な
い
状
況
で
し
た
の
で
。

助
け
る
べ
き
人
は
い
る
か
、

必
要
な
物
は
何
か
、
情
報
が
あ

れ
ば
次
に
と
る
べ
き
行
動
に

移
れ
ま
す
。
震
災
を
経
験
し
て
、

情
報
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
ね
。

島根  利幸 さん
  （松栄町）

自
主
防
災
会
組
織
の
強
化
と

活
動
を
支
援

 西宮町会長

 塩原  英教 さん

2月 19日に、町会で排水路の泥を取
り除く作業にあわせて、町内の北から南

まで延びる排水路の７カ所で放射線量

を測定しました。結果は基準値に満たな

い数値であることが確認できました。

目に見えない放射線への不安も、実

際に測定して数値を見れば安心できま

す。個人だけでなく、地域ぐるみで測定

してみるのもよいと思います。

【市民の皆さんの除染活動を支援します】

● 放射線測定器を貸し出しています。
●  除染作業用品（マスク、軍手、土のう袋）、
　 除染マニュアルを配付します。

 相談窓口
市放射能対策室（環境政策課内  内線 180・181）

情報の伝達など自主防災会と行政
の連携強化が求められている

今年度中に全ての町会の自主防災
会設置に向けて整備が進んでいる

自主防災会では様々な資機材を整え、
いざというときのために備えています

【電気が止まったときのために】

　 発電機、ラジオ、懐中電灯、投光器、
ロウソク、ガソリン携行缶など

【けが人等が出たときのために】

　 救急セット、担架、毛布など
【食料等】

　 飲料水など
【その他備品】

　 消火器、ヘルメット、軍手、一輪車、
メガホン、土のう袋、救助ロープなど

＊ 資機材は自主防災会により多少異なります。
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その他の主な復興事業

農作物等の販売促進・PRを強
化（風評被害対策を含む）

広報紙・各種イベント・マスコミを活用し、市内外に本市産農作

物等の安全性のＰＲや販売促進を強化［実施中］

経済復興プレミアム付商品券を

発行

商工会のプレミアム付商品券発行へ補助

・1万円の商品券に 1千円のプレミア［実施中］

指定文化財復旧復興支援
水戸徳川家墓所など国県市指定文化財の復旧支援、文化財所有者

が実施する修理・修復経費の一部を助成

農業者・中小企業者への資金融

資および利子補給等

農業設備資金等の利子助成および中小企業者等への運転資金融

資、災害復旧融資利子補給等の支援［実施中］

ー主な非常用備品リストー
□ 非常食・水
□  懐中電灯・ろうそく
□ 乾電池・燃料等
□ 携帯ラジオ
□ 携帯電話・充電器等
□ 救急箱・常備薬
□ 衣類・下着類
□ 現金・貴重品
□ ウエットティッシュ
□ カセットボンベ・コンロ
□ ハザードマップ
＊ 上記リストをチェックし、まとめ
てすぐに持ち出せるように、日

頃からの非常時の備えを心がけま

しょう。その他、個人で必要と思

われる物もまとめておきましょう。

今
回
の
大
震
災
で
は
、
い
つ
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
地
震
で
揺
れ
て
い
る

最
中
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
が
助
か
ら
な
け
れ
ば
、
家
族
や

周
り
の
方
を
助
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
非
常
時
に
ど
ん
な
行
動

を
と
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
一
人
ひ

と
り
が
改
め
て
考
え
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

震
災
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
困

難
で
す
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
こ

地
震
発
生
直
後
、
停
電
と
な
り
、

携
帯
電
話
も
つ
な
が
り
に
く
く
な

る
な
ど
、
震
災
の
詳
し
い
情
報
の

入
手
が
困
難
な
状
況
に
陥
り
ま
し

た
。
市
で
は
、
震
災
の
状
況
や
避

難
所
・
給
水
所
の
開
設
、
支
援
施

策
な
ど
の
情
報
を
防
災
無
線
で
放

送
し
た
り
、
お
知
ら
せ
版
号
外
を

新
聞
折
込
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
災
害
時
に
お
け
る

情
報
の
伝
達
を
強
化
す
る
た
め
、

携
帯
電
話
を
利
用
し
た
「
災
害
情

報
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
震
災
発
生
時
の

避
難
勧
告
・
指
示
な
ど
の
緊
急
情

報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早

く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 災

害
時
に
迅
速
な
情
報

の
伝
達
を
可
能
に

【災害情報配信サービス】
① メール一斉配信サービス　② NTTdocomoエリアメール
③  ツイッター（配信のみ）　＊①と③は事前の登録が必要です。
 問情報政策課情報化推進係（☎内線306）

備
え
、そ
し
て
力
。

と
は
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

行
政
の
、
地
域
の
、
そ
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
災
害
へ

の
備
え
。
そ
し
て
、
手
と
手
を
取

り
合
い
協
力
し
て
困
難
を
乗
り
越

え
る
力
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
全
体

が
災
害
に
強
い
常
陸
太
田
市
を
つ

く
っ
て
い
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

通常の携帯電話の他、急速
に普及が進むスマートフォ
ンでも災害情報配信サービ
スを受けることができる

特  集　震災から一年。災害に強く、安心して暮らせるまちを目指して ―
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✿
✿

✿

✿おめでとうございます

✿✿
88歳以上の方を対象とした「高齢者叙勲」
において、本市から木村　二さんが受章

されました。

叙勲
木村  　二 氏（上利員町）
元常陸太田市議会議員。永年

にわたり地方自治の推進に尽

力された

旭日双光章

「
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん
と
う
」コ
ン
ク
ー
ル

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
１
月
号
で
紹
介
し
た
、

「
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん
と
う
」
コ
ン
ク
ー
ル

で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
、
北
中
学
校
（
鴨
志

田 

悟
校
長
）
の
チ
ー
ム
「
ス
リ
ー
ベ
リ
ー
（
大

串
英
里
奈
さ
ん
、
荻
津
真
子
さ
ん
、
和
田
恵
海

さ
ん
）」
が
、
１
月
21
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会
で
３
位
に
当
た
る
つ
く
ば
科
学
万
博

記
念
財
団
理
事
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
た
宮
田
律
子
先
生
は
「
明
る

く
、
お
べ
ん
と
う
の
良
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
た
と
こ
ろ
が
高
評
価

を
受
け
た
一
因
だ
と
思
い
ま
す
。
３
人
と
も
目

標
を
持
っ
て
努
力
し
、
よ
い
結
果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
家
族
の
支
え
も
大
き
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
見
事
に
発
揮
さ
れ
、

堂
々
の
３
位
と
い
う
快
挙
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

メンバーの荻津さんの曾祖母・荻津

まつさん（100歳）のため、「100歳の
お祝い」「長生きしてほしい」とのメン

バーの気持ちが込められたお弁当。コン

クールではお弁当の出来はもちろん、食

品の扱い方や片付けの仕方など、調理中

の作業態度も審査の対象となる。

上段左から　
  大内  美果 さん（3年）、岡田  莉奈 さん（2年）、
  岡　  香澄 さん（3年）、河野  眞子 さん（3年）
下段左から
  小松  真友美 さん（3年）、小松  花菜美 さん（3年）、
  小松  祐理美 さん（3年）、宇野  千尋 さん（3年）

東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
で
銀
賞
を
受
賞

全
国
大
会
で
３
位
入
賞

荻津  真子 さん
 「普段練習している調理器具と違い、卵焼き
の火の通り具合など難しかったですが、３
人がうまく協力してできました」

大串  英里奈 さん
　 「県大会より人が多く、実技会場では審査員
の採点する様子が気になり緊張しましたが、
お互いに声を掛け合って頑張りました」

和田  恵海 さん
 「緊張して練習どおりにいかないこともあり
ましたが、一つひとつを丁寧にこなすこと
ができました」

荻津真子さん　　　大串英里奈さん　　　和田恵海さん

峰
山
中
（
若
松
宏
校
長
）
吹
奏
楽
部
が
、
１
月
22

日
に
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
17
回

東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
場
し
、

銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

県
大
会
を
金
賞
で
突
破
し
た
同
校
は
、
東
関
東
大

会
で
も
そ
の
実
力
を
発
揮
。「
金
管
８
重
奏
」
で
見

事
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

顧
問
の
加
藤
勝
弘
先
生
は
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
の

東
関
東
大
会
出
場
は
初
め
て
で
、
生
徒
た
ち
も
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
３
年
生
は
受
験
勉
強
と

の
両
立
を
目
指
し
、一
生
懸
命
努
力
し
て
い
ま
し
た
」

と
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（3人とも 2年）

長生きしてね！百菜べんとう
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✿

上野  悦男 教諭
  （世矢小）
✿

県
教
職
員
施
策
提
案

制
度
で
奨
励
賞

統
計
功
労
者
と
し
て
総
務
大
臣
等
表
彰

県
内
の
学
校
の
先
生
が
教
育
に

つ
い
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案
す

る
教
職
員
施
策
提
案
制
度
で
、
世

矢
小
の
上
野
悦
男
教
諭
が
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

提
案
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校
教

育
の
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
社
会
貢
献

の
体
験
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ

い
、
さ
ら
に
は
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
野
先
生
は
「
子
ど
も
た
ち
皆

で
協
力
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取
り
組
み
、
災
害
等
の
時
に
助

け
合
う
思
い
や
り
の
心
や
絆
を
育

て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

永
年
、
統
計
調
査
員
な
ど
に
従
事
さ
れ
た
統
計
功
労

者
と
し
て
、
次
の
方
々
が
総
務
大
臣
、
県
知
事
な
ど
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
平
成
23
年
春
の
叙
勲

　

小
林　
　
（
東
連
地
町
）

▼
総
務
大
臣
表
彰

　
　

池　

實（
天
下
野
町
）／
小
野　

  

繁
光（
上
高
倉
町
）

▼
県
知
事
表
彰

　

石
井　

榮
（
松
平
町
）
／
佐
藤　

寛
（
大
中
町
）
／

　

高
星　

正
一
（
小
中
町
）

▼
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　

 

菊
池　

ナ
ツ
（
天
下
野
町
）
／　

池　

通
昌
（
小

妻
町
）
／
深
澤　

壹
之
（
西
河
内
上
町
）
／
飛
田

松
夫
（
岩
手
町
）
／
尾
又　

欣
（
岡
田
町
）

✿

読
み
聞
か
せ
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
知
事
賞

小野　  繁光 さん
  （上高倉町）

　池  實 さん
  （天下野町）

統計調査員として 32年
間、統計調査に尽力さ
れた

統計調査員として 49年
間、統計調査に尽力さ
れた

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
読
み

聞
か
せ
で
活
躍
を
し
て
い
る
小
林
佐
千
江
さ
ん
（
天

神
林
町
）
が
、
２
月
25
日
開
催
さ
れ
た
「
平
成
23

年
度
読
み
聞
か
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
10
回
読
み

聞
か
せ
コ
ン
ク
ー
ル
自
由
部
門
一
般
の
部
（
個
人
）」

で
、
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

初
出
場
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
絵
本
「
お
へ

そ
の
あ
な
」
を
音
楽
に
あ
わ
せ
て
朗
読
し
、
審
査

員
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

「
緊
張
し
た
が
楽
し
か
っ
た
。
世
の
中
に
は
、
素

晴
ら
し
い
絵
本
が
あ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に

【総務大臣表彰】

小林  佐千江 さん
  （天神林町）

知
っ
て
ほ
し
い
。
将
来
は
ラ
ジ
オ
で
読
み
聞
か

せ
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
」
と
、
小
林
さ
ん
は
受

賞
の
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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今
月
は
竹
合
町

竹合町の大通りから西へ 50 ｍほど
入った小高い丘の小さな観音堂には、
地元で「観音さん」と呼ばれている五
つの石仏があります。
観音さんは、立って赤ん坊を抱いて
いるものや、頬杖をついているもの、
両手を合わせて拝んでいるものなど

竹合上の観音さん

 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

様々で、どの観音さんも顔が優しく、人を引きつけます。
二昔前までは、集落の結婚している若い女性たちが春 4月と秋 11月

の 19 日前後に、神事と称して安産や子育てを願い、十九夜講を行って
いました。当番の家で餅をつき、けんちん汁をつくり、子どもたちと一
緒に食事や雑談をしながら体を休め、最後にみんなで観音さんをお参り
して散会していたそうです。
今ではその風習はなくなりましたが、ときどき思い出したように参拝
する人がおり、地元では心のよりどころになっています。

紹介者　
竹合町
阪本 勝實 さん

来月は竹合町の

「い」つながりで、

稲木町さんにお

願いします。

たけあい

いなぎ

2月 19日、“元気な赤土づくり”（地域お
こし）活動を展開している赤土町で、「常陸

秋そばの郷まもりたい（海老根信夫代表）」

主催の収穫祭が赤土集会所で開催され、地

域住民約 100人が参加しました。
各班に分かれて、そば打ちや餅つき（花

餅づくり）と併せて、総合案内板の設置な

ども行われました。

収穫したそばは、今年も質・量ともに最

高の出来となり、昼食には、つけけんちん

そばやつきたてのお餅が振舞われました。

今後は、GW頃そば畑に一面に咲き誇る
クリムソンクローバーの赤い花を通じたイ

ベントを開催する予定です。

万畑のカシな
ど、地域のお
宝への保護柵
の設置も行わ
れた

赤土祭囃子保存会（写真左）や、表現座 SE☆ COM（チンドンバンド）
も出演して、祭を盛り上げた

地域の方や祭に訪れた方もみんなで、そばや餅に舌鼓

赤土町散策マップ
も完成。地域のお
宝や見所が分かり
やすく表示されて
いる

みんなでにぎ
やかに餅つき
を楽しむ
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問 

文
化
課
（
内
線
５
４
１
）

講
座
を
受
け
持
つ
、
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ひ
た
ち
お
お
た
」
は
、
平
成
12

年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
旧
里
美
村
教
育
委
員
会
の
講
座
を

開
始
。
そ
の
後
、
平
成
16
年
の
合
併
で
常

陸
太
田
市
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
現
在
11
人
。
講
座
は
日
本

語
の
基
本
的
な
使
い
方
を
覚
え
る
た
め
の

テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
の
学
習
と
、
日
本
語

だ
け
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
受

講
者
は
日
本
語
検
定
を
受
け
る
な
ど
目
標

を
持
っ
て
意
欲
的
に
受
講
し
て
お
り
、
今

年
は
受
講
者
の
方
が
「
外
国
人
に
よ
る
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
場
す

る
と
い
う
嬉
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
は
い
つ
も
話
が
弾
み
、
本
市
の
情
報
や

受
講
者
の
相
談
な
ど
に
も
話
題
が
広
が
る

な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

本
音
で
話
す
こ
と
で
、
日
本
の
良
い
と

こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
を
一
緒
に
な
っ
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
異
文
化
の
偏
見
を
取
り
除
き
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
こ
の
講
座
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
も

あ
り
、
講
師
を
し
て
い
て
楽
し
く
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
点
で
す
ね
。

市
民
が
講
師
の

生
涯
学
習
講
座

 外国人のための日本語講座

 日本語ボランティア「ひたちおおた」 
の皆さん

問生涯学習センター（☎ 72-8888）

最終回

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座

市内在住の外国人の方々を対象

に毎週木曜日、生涯学習センター

で日本語の講座（受講生 18人）を
行っています。また、日本生活で

の不安解消や地域にとけ込んで生

活できるよう先生たちが応援して

くれています。

「外国人のための日本語講座」とは？

青
蓮
寺
で
見
つ
か
っ
た
手
紙
①

「
豊ぶ
ん
ご
の
く
に
に
こ
う
じ
ょ

後
国
二
孝
女
」
は
、
江

戸
時
代
後
期
の
文
化
８
年

（
１
８
１
１
）、豊
後
国
臼う

す

杵き
（
現

大
分
県
臼
杵
市
）
の
若
い
姉
妹

「
つ
ゆ
」
と
「
と
き
」
の
物
語
。

姉
妹
は
、
親し

ん

鸞ら
ん

聖
し
ょ
う

人に
ん

遺
跡

巡
拝
の
旅
の
途
中
に
病
気
に
な

り
青し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
（
本
市
東
連
地
町
）

で
世
話
に
な
っ
て
い
た
父
を
迎

え
る
た
め
に
、約
３
０
０
里（
約

１
２
０
０
㎞
）
離
れ
た
常
陸
国

へ
の
旅
に
出
発
。

豊
後
国
臼
杵
か
ら
青
蓮
寺

ま
で
の
約
２
カ
月
、
様
々
な
危

機
を
乗
り
越
え
た
姉
妹
は
、
７

年
ぶ
り
に
父
と
再
会
を
果
た
し

ま
す
。

そ
ん
な
二
孝
女
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
、
連
載
で
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

「
そ
ち
ら
に
、
豊
後
の
国
の

二
孝
女
関
係
資
料
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
」

大
分
県
臼
杵
市
の
方
か
ら
青

蓮
寺
（
東
連
地
町
）
の
藤
井
智

住
職
に
電
話
が
あ
っ
た
の
は
平

成
16
年
の
こ
と
で
し
た
。

藤
井
住
職
は
ま
だ
そ
の
と
き

は
二
孝
女
に
つ
い
て
は
全
く
知

ら
ず
、
そ
う
い
っ
た
資
料
は
な

い
と
応
答
。
ま
た
同
年
、
後

の
「
二
孝
女
研
究
会
」
の
発
足

者
と
な
る
秋
山
高
志
さ
ん
（
水

戸
市
）
と
野
上
平
さ
ん
（
国
安

町
）
が
青
蓮
寺
を
訪
ね
ま
し
た

が
、
藤
井
住
職
は
や
は
り
同
じ

よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
平
成
17
年
に

藤
井
住
職
が
寺
の
資
料
を
整

理
し
て
い
る
と
、
２
人
の
女
性

が
描
か
れ
た
資
料
と
、
い
く
つ

も
の
手
紙
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

「
も
し
か
し
て
、
こ
れ
が
二
孝

女
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た

藤
井
住
職
は
、
偶
然
同
じ
歯
科

医
に
通
っ
て
い
た
野
上
さ
ん
に

話
を
持
ち
か
け
ま
し
た
。「
そ

れ
だ
！
」
話
を
聞
い
た
野
上
さ

ん
は
色
め
き
立
ち
ま
し
た
。
そ

し
て
つ
い
に
、
本
市
で
も
二
孝

女
の
話
が
明
る
み
に
出
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
す
。

で
は
な
ぜ
、
本
市
で
は
二
孝

女
の
資
料
や
話
が
表
面
化
し
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
見
つ

か
っ
た
資
料
に
そ
の
ヒ
ン
ト
が

隠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

―

次
号
に
つ
づ
く

青蓮寺で見つかった二孝女
が描かれた資料。他にも、
つゆとときの手紙などが数
多く見つかった

丁寧な個別指導

受講生のアレックスさん（中央）が
日本語スピーチコンテストに出場
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ＩＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

２
月
５
日
、
お
椀
で
食
べ
る
汁
物

料
理
を
集
め
た
「
汁し

る

わ

ん

Ｏ
Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ

２
０
１
２
」
が
常
陸
太
田
駅
前
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
観
光
物
産
協
会
が
活
性
化
の
た
め

に
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
し
た

も
の
で
、
市
内
の
飲
食
店
や
市
民
団
体
、

地
元
住
民
が
参
加
し
て
24
店
が
出
店
し

ま
し
た
。

や
や
肌
寒
い
気
候
だ
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
だ
け
に
１
杯
３
０
０
円
で
提
供
さ

れ
る
汁
物
は
訪
れ
た
大
勢
の
来
場
者
の

胃
袋
に
温
か
く
染
み
ま
し
た
。
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は
午
前
中
で
売
り
き
れ
る
も
の

汁
Ｏ
Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ
開
催

駅
前
広
場
に
個
性
あ
ふ
れ
る
味
が
集
結

本
市
内
で
テ
レ
ビ
・
映
画
の
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た

も
あ
り
、
お
い
し
い
汁
を
探
し
て
会
場

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
の
投
票
に
よ
っ
て
ナ
ン
バ
ー

Ｏ
Ｎ
Ｅ
に
選
ば
れ
た
汁
物
は
、
太
田
ワ

ク
ワ
ク
会
が
作
っ
た
米
粉
カ
レ
ー
す
い

と
ん
で
、
市
内
の
飲
食
店
で
定
番
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

１
月
７
日
、
内
田
町
の
里
川
に
か
か

る
八
幡
橋
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
は
４
月
か
ら
放
送
が
予
定
さ

れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
、

戦
後
ま
も
な
い
東
京
蒲
田
の
イ
メ
ー
ジ

で
、
人
が
行
き
か
う
八
幡
橋
の
様
子
を

撮
影
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
11
月
に
は
、

三
才
町
の
里
川
河
川
敷
で
も
同
ド
ラ
マ

の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
29
日
に
は
瑞
竜
小
学
校

の
校
庭
で
映
画
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
校

庭
の
真
ん
中
に
立
つ
桜
「
瑞ず
い
お
う桜

」
の
下

で
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
シ
ー
ン
が
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
映
画
を
通
じ
て
、
本
市
の

魅
力
あ
る
自
然
や
景
色
を
全
国
に
発
信

し
て
い
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

会場となった駅前広場には大勢の人が詰め掛け、個性あふれる
汁物料理の味を楽しんだ

伯爵かぼちゃを使ったスープ。
いろいろな汁物はみな飛ぶよ
うに売れた

ナンバー ONEに輝いた「米粉カ
レーすいとん」を作った太田ワク
ワク会

八幡橋での撮影の様子

瑞竜小学校の瑞桜の下での撮影

【放送作品】
○ ＮＨＫ連続テレビ小説「梅ちゃん先生」
　 4 月 2日から放送予定（本市内の撮影風景は 4月 3日・4日・6日・10日
に放送予定）　出演：堀北真希ほか

○映画「だいじょうぶ３組」・・・2013 年公開予定　出演：乙武洋匡ほか

寒い季節には温かい汁物が
大好評
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マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
氏
と
子
ど
も
た
ち
が

市
の
歌
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

現
在
、
市
が
進
め
て
い
る
「
市

の
歌
」
の
制
作
に
子
ど
も
た
ち
も

参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
作
詞
・

作
曲
を
担
当
す
る
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ

ウ
氏
と
市
内
の
小
・
中
学
生
約

１
２
０
人
が
、「
市
の
歌
」
の
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
２
月
12
日
に
パ

ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
小
学

生
グ
ル
ー
プ
と
、
中
学
生
が
ソ
プ

ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ
ナ
ー
・
バ
ス

の
各
パ
ー
ト
ご
と
に
分
か
れ
て

「
市
の
歌
」
の
２
番
・
３
番
の
サ

ビ
を
録
音
。
事
前
の
１
週
間
の
練

習
の
甲
斐
も
あ
り
各
パ
ー
ト
の
録

音
は
順
調
に
進
み
、
最
後
は
録
音

し
た
全
て
の
パ
ー
ト
を
同
時
に
流

し
た
曲
を
み
ん
な
で
聴
い
て
終
了

し
ま
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
た
マ
シ
コ
氏
は

「
子
ど
も
た
ち
は
皆
レ
ベ
ル
が
高

い
。
先
生
方
の
指
導
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
歌
が
市
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
、
多
く

の
市
民
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
の
歌
は
３
月
中
に
完
成
し
、

４
月
初
旬
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
提
言

１
月
27
日
、「
常
陸
太
田
市
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
会
（
林
寛
一
会
長
）」
が
、
約

２
年
間
の
活
動
の
成
果
と
し
て
ま

と
め
た
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
提
言
」
と
「
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、

大
久
保
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

提
言
で
は
、
新
た
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

は
「
協
働
の
基
本
的
な
考
え
方
」

な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
会
長
は
「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
に
向
け
て
、
ぜ
ひ

進
め
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
、
今

後
市
で
は
、
提
言
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

大久保市長㊧に提言書を手渡す林会長㊥と川
崎陽平会長代理

高
倉
地
区
で
防
災

訓
練
を
実
施

２
月
５
日
、
高
倉
地
区
４
町
会

の
自
主
防
災
会
が
、
合
同
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
倉
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
訓
練
に
は
地
元
住
民
約
１
０
０

人
が
参
加
。
茨
城
県
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２
の

地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

様
々
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
情
報
の
送
受
信
を
行
う

「
情
報
連
絡
訓
練
」
や
、
自
宅
〜

待
避
所
〜
避
難
所
へ
の
「
避
難
誘

導
訓
練
」、
消
火
・
救
護
・
給
食

給
水
な
ど
の
「
応
急
活
動
訓
練
」

な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
地
震

体
験
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
説
明
も
あ

り
、
防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

消火器の使い方や注意点についての説明を真
剣な表情で聞く参加者の皆さん

レコーディング機材を目の前にして最初
は緊張気味だった子どもたちは皆、練習
の成果を発揮して見事な歌声を披露した

マシコタツロウ氏の丁寧な指導のもとで歌う子どもたち

＊ 

「
市
の
歌
」
は
、
市
民
の
誰
も
が

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
に
希
望
と
誇

り
を
持
ち
な
が
ら
歌
う
こ
と
の
で

き
る
よ
う
作
成
す
る
も
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
「
言

葉
」
や
「
フ
レ
ー
ズ
」
な
ど
使
い
、

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
氏
が
作
詞
・
作

曲
を
し
て
い
ま
す
。
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業で、4年目を
迎えた今年度は 22団体を採択しました。各団体の活動状況を随時紹介していきます。問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼

▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!

東
連
地
町
の
青
蓮
寺
に
残

る
「
豊
後
国
二
孝
女
」
の
物

語
（
物
語
の
詳
細
は
本
紙
11

ペ
ー
ジ
を
参
照
）
を
広
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。昨

年
10
月
に
は

大
分
県
臼
杵
市
か
ら

約
50
人
が
本
市
を
訪

れ
、
青
蓮
寺
な
ど
物

語
に
ま
つ
わ
る
地
域

を
め
ぐ
り
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

二
孝
女
物
語
を
後
世
に
語
り
継
ぐ

【
二
孝
女
顕
彰
会
】　

会
で
は
今
後
、
案
内
板
を

設
置
し
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
と

と
も
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
こ
の
物
語
に
込
め
ら

れ
た
感
謝
の
気
持

ち
、
助
け
合
う
気

持
ち
を
地
域
の
皆

さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
、
後
世

に
語
り
継
が
れ
る

よ
う
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

代
表　

櫻
井  

正
美 

さ
ん
（
東
連
地
町
）

荒
れ
て
し
ま
っ
た
河
川
敷

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
周

囲
の
竹
を
伐
採
し
、
倒
木
や

ゴ
ミ
を
撤
去
す
る
な
ど
の
美

化
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
魚

が
た
く
さ
ん
生
息
し

て
い
た
浅
川
を
取
り

戻
そ
う
と
、
12
月
に

フ
ナ
の
放
流
、
２
月

に
ウ
グ
イ
の
放
流
お

よ
び
河
川
の
清
掃
を

地
域
の
憩
い
の
場
を
整
備

【
浅
川
を
き
れ
い
に
美
し
く
す
る
会
】　

行
い
ま
し
た
。

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
き

れ
い
な
浅
川
を
取
り
戻
す
た

め
、
魚
の
放
流
お
よ
び
河
川

の
美
化
活
動
を
続

け
て
い
く
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち

が
釣
り
や
川
遊
び

を
楽
し
め
、
地
域

の
憩
い
の
場
と
な

る
よ
う
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

代
表　

根
本  

一
男 

さ
ん
（
下
宮
河
内
町
）

ぶ
ど
う
の
産
地
と
し
て

の
常
陸
太
田
市
の
知
名
度
の

ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
、
文

化
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
の
学

生
と
協
働
に
よ
り

常ひ
た
ち
せ
い
り
ゅ
う

陸
青
龍
の
商
標
登

録
に
む
け
た
デ
ザ
イ

ン
作
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
作
成
し

た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
も

と
に
、
今
年
度
は
ポ

ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
・

常
陸
青
龍
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を

【
Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
常
陸
太
田
ぶ
ど
う
部
会
】　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
サ
ン

プ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
作

成
し
た
デ
ザ
イ
ン

や
サ
ン
プ
ル
を
も

と
に
、
常
陸
青
龍

の
商
標
登
録
に
向

け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

代
表　

本
多  

技
研 

さ
ん
（
増
井
町
）

瑞
竜
小
学
校
の
校
庭
に
咲

く
桜
「
瑞ず
い
お
う桜
」（
樹
齢
約
80
年
）

の
保
全
管
理
お
よ
び
樹
勢
回

復
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
住

民
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。

年
々
元
気
が
な

く
な
っ
て
き
た
「
瑞

桜
」
を
後
世
に
伝
え

よ
う
と
平
成
21
年
に

地
元
の
有
志
で
結
成
。

以
後
、
薬
剤
散
布
に

よ
る
病
害
虫
の
駆

桜
を
通
じ
て
地
域
住
民
が
交
流

【
瑞
桜
を
守
る
会
】　

除
や
テ
ン
グ
巣
病
の
枝
の
切

除
、
ひ
こ
ば
え
の
育
成
の
ほ

か
校
庭
内
に
あ
る
他
の
桜
の

管
理
や
除
草
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
来
月
に

は
「
瑞
桜
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
７
日

に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
８
日
に
は
大

正
琴
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
の
披
露
の
ほ
か

甘
酒
の
無
料
配
布

も
行
う
予
定
で
す
。

代
表　

小
林  

一
久 
さ
ん
（
瑞
龍
町
）
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市民提案型まちづくり
事業を募集!
市では、平成 24年度も市民提案型まちづく

り事業の実施団体を募集します。自分たちの力

で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そ

うとするグループや団体をお待ちしています

○はじめの一歩事業…1団体に上限 10万円
○市民提案事業………1団体に上限 30万円

申請方法など、その他詳細については、

お知らせ版 3月 12日号の 10ページ
をご覧ください。

平
成
21
年
度
に
文
化
課
と
行
っ
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
活
動
「
お
宝
探
し
」
で
作
成
し
た
地
域
の
お
宝
マ
ッ

プ
を
も
と
に
、
案
内
板
・
説
明
板
の
設
置
を
行
う
と
と

も
に
、
巡
回
コ
ー
ス
を
設
定
し
地
域
マ
ッ
プ
の
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
３
月
に
案
内
板
・

説
明
板
の
設
置
を
行
う
予
定

で
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
巡
回

コ
ー
ス
の
整
備
や
案
内
人
の

養
成
を
行
い
、
見
学
者
等
の

誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

ま
す
。

地
域
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
る【

天
神
林
お
宝
探
し
実
行
委
員
会
】　

代
表　

寺
門  

守
男 

さ
ん
（
天
神
林
町
）

平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に
住民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域
協力活動をしていきます。　　RelierのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/

1月号でもお伝えしたように現在、里美地区の ｢食 ｣ に関する事業を進
めています。料理教室やレシピの掘り起し、試食会を重ね、2月 12日に
は里美地区の旬の食材を使い、地域のお母さんたちから教えてもらったレ

シピをもとに作られた『里美御膳』の試食会を開催しました !!　メニュー
は青大豆ご飯、大根のきんぴら、カボチャの旨煮、ほうれん草のじゅうね

和えなど全 10品 (^^)　野菜中心ですがボリューム満点の御膳です♪
試食会には都市住民も参加し、里美地区の食に触れてもらいながら ｢量

や見た目はどうですか？ ｣｢ 都内または常陸太田市内のどこで食べたいです

か？ ｣など商品提供を目指すための意見を集めました。参加者からは ｢素

材の味が活かされている ｣｢ 初めて見る食材や料理方法がある ｣などの声も

聞かれました (*´ω｀ *)　里美御膳は様々な場面で提供できるように研
究・準備を進めていきます (*^^)v　
里美地区の冬の家庭料理を集めたレシピ集は今月上旬に完成予定です☆

地域おこし協力隊の活動報告つながりぼんつながりぼんつながりぼん
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■計画の実施状況

市
税
等
が
納
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す

4
月
か
ら
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
「
コ
ン

ビ
ニ
」）
で
市
税
等
が
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
休
日
や
夜

間
を
問
わ
ず
い
つ
で
も
納
付
で
き
、

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊ 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
金
融
機
関

等
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

■
納
付
で
き
る
税
金
等

①
個
人
市
県
民
税

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

③
軽
自
動
車
税

④
国
民
健
康
保
険
税

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

⑥
介
護
保
険
料

⑦
上
下
水
道
料
金
（
簡
易
水
道
含
）

⑧
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

⑨
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
分
担
金

⑩
農
業
集
落
排
水
事
業
分
担
金

⑪ 

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
受
益
者
分

担
金

■ 

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
二
エ

ン
ス
ス
ト
ア

コ
コ
ス
ト
ア
／
サ
ン
ク
ス
／
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
／
セ
ー
ブ
オ
ン
／

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
／
デ
イ
リ
ー

ヤ
マ
ザ
キ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

／
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
／
ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
／
ロ
ー
ソ
ン
等

■ 

コ
ン
ビ
二
納
付
で
は
次
の

点
に
ご
注
意
を

◇ 

納
付
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

　

○ 

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
ま

す
。

　

○ 

各
納
期
１
枚
ず
つ
の
単
票
に

な
り
ま
す
。

＊ 

紛
失
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊ 

上
下
水
道
料
金
の
納
入
通
知

書
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

◇ 

次
の
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

納
付
が
で
き
ま
せ
ん

　

○ 

納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印

字
が
な
い
と
き

　

○ 

納
付
書
１
枚
当
た
り
の
金
額

が
30
万
円
を
超
え
る
と
き

　

○ 

前
納
報
奨
金
が
明
記
し
て
あ

る
全
期
前
納
用
の
納
付
書

　

市
で
は
、
地
域
再
生
計
画
（
常

陸
太
田
市
「
豊
か
な
自
然
と
共
生

す
る
〝
え
こ
と
ぴ
あ
〞」
計
画
）

に
基
づ
き
、
国
の
補
助
金
を
利
用

し
て
公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
・
農

業
集
落
排
水
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
実
施
結
果
は
次
の
と
お

下
水
道
の
整
備
を
進
め

ま
し
た

【 

注
】
地
域
再
生
計
画
と
は　

地
域
再

生
法
に
基
づ
き
、
国
か
ら
の
支
援
を

盛
り
込
ん
だ
地
方
自
治
体
の
特
色
あ

る
取
り
組
み
と
し
て
認
定
さ
れ
た
計

画

　

○ 

平
成
23
年
度
以
前
に
発
行
さ

れ
た
納
付
書
等

　

○ 

納
付
金
額
を
訂
正
し
た
納
付

書

　

○
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書

　

○ 

破
損
・
汚
損
な
ど
で
バ
ー
コ

ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
納
付

書

■ 

問
い
合
わ
せ
先

◇ 

税
金
等　

税
務
課
納
税
推
進
係

（
内
線
２
０
６
）

◇
上
下
水
道
料
金
等

　

○ 

料
金
関
係　

　
　

▽ 

水
道
総
務
課
料
金
係

　
　
　
（
☎
72
‐
１
２
３
０
）

　
　

▽ 

簡
易
水
道
課
総
務
施
設
係

（
☎
85
‐
１
１
２
３
）

　

○ 

負
担
金
・
分
担
金
関
係　

下
水
道
課
業
務
係
（
内
線

５
２
１
）

〜 

地
域
再
生
計
画
の
実
施
報
告
〜

区　分 事業区域 事業期間 計  画 実  績
公共下水道（特定環境保全
公共下水道含む）

下河合地区
大里・薬谷地区

H18～ H20 整備延長
5067.0m

整備延長
4,853.5m

浄化槽（個人設置型） 事業対象区域 H18～ H22 設置数 409基 設置数 352基

浄化槽（市町村設置型） 事業対象区域 H18～ H22 設置数 319基 設置数 251基

農業集落排水
佐都四地区（白羽
町・茅根町・常
福地町・春友町）

H19～ H22 管渠・処理施
設の整備

整備完了
（平成 23年 4
月供用開始）

り
で
す
。今
後
も
計
画
的
な
整
備
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。＊詳細な事後評価については、市ホームページをご覧ください。

＊未接続の家庭は早期接続をお願いします。
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国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117 ･ 118）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

今
月
の
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
は

３
月
28
日
水
で
す

健健
康康康
スス
ポポポ
ーー
ツツ
だだ
よよよ
りりり

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育

館
内
☎
73
‐
０
０
９
０
／

FAX 

73
‐

１
２
３
０ 

月
曜
・
祝
日
は
休
）

個
人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
取
り
組
み
楽

し
ん
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

●
体
力
測
定
に
参
加
し
て
み
よ
う
！

自
分
の
運
動
能
力
を
把
握
し
日
頃
の
運
動
習
慣
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
た

め
に
、
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
に
文
部
科
学
省
の
「
新
体
力
テ
ス
ト
」
を

使
っ
た
体
力
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
７
歳
か
ら
64
歳
ま
で　
　

握
力

握
る
力
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か

上
体
起
こ
し

30
秒
間
に
腹
筋
を
何
回
で
き
る
か

長
座
体
前
屈

座
っ
て
上
体
を
曲
げ
て
器
具
を
前
に
何
セ
ン
チ
押
せ
る
か

反
復
横
跳
び

20
秒
間
で
3
本
の
ラ
イ
ン
を
何
回
ま
た
ぐ
こ
と
が
で
き
る

か

20
ｍ
シ
ャ
ト

ル
ラ
ン

20
ｍ
の
距
離
を
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
走
り
き
る
こ
と
を

何
回
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。（
回
数
が
増
え
る
ご

と
に
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
）

立
ち
幅
跳
び

両
足
と
び
で
何
ｃ
ｍ
前
に
跳
べ
る
か

＊ 

65
歳
以
上
の
方
は
、
別
な
簡
単
な
種
目
で
測
定
し
ま
す
。

自
分
の
運
動
能
力
は
同
年
代
の
方
に
比
べ
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
？　

次
回

は
５
月
に
測
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】

筋
力
の
衰
え
を
防
い
だ
り
、
よ
り
良
い
体
調
を
作
る
た
め
に
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
注
意
し
て
行
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
○
使
っ
て
い
る
筋
肉
を
意
識
す
る　

○
反
動
を
つ
け
な
い　

○
動
作
中
に
息
を
止
め
な
い　

○
体
に
無
理
の
な
い
負
荷
で
行
う

ご
存
知
で
す
か
？ 

学
生
納
付
特
例
制
度

Ａ 

．
学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年

度
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○ 

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
等
の
基
礎
年
金

を
受
け
る
場
合
に
必
要
な

「
期
間
」
に
算
入
さ
れ
ま
す

（
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
）。

○ 
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
放
置
す
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
保
険
料
を
納
め
る
か
、
学

生
納
付
特
例
制
度
な
ど
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い

Ａ 

．
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

た
方
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

＊ 

【
例
】
こ
の
制
度
を
２
年
間

受
け
た
場
合
、
将
来
受
け
取

る
年
金
が
、
年
額
で
約
４
万

円
減
額
さ
れ
ま
す
。

Ａ 

．市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
へ
、

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊ 

本
庁
は
保
険
年
金
課
年
金
医

療
係
、
各
支
所
は
市
民
生
活

課
保
険
係

20
歳
に
な
れ
ば
、ど
な
た
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
の
方
で
、

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

持
参
す
る
物　

年
金
手
帳
、
印

鑑
、在
学
を
証
明
す
る
書
類（
学

生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証

明
書
等
）
＊
代
理
の
方
で
も
申

請
で
き
ま
す
。

Ｑ
． 

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
？ 

平
成
23
年
度
（
平
成
23
年
４
月
〜
平
成
24
年
３
月
）

分
の
申
請
期
限
は
、
平
成
24
年
４
月
30
日
月
で
す
。

Ｑ 

．
こ
の
制
度
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？ 

Ｑ
． 

手
続
き
方
法
は
？ 

Ｑ
． 

保
険
料
の
追
納
制
度
と
は
？ 

 

Ａ 

．
学
生
納
付
特
例
制
度
や
、
免

除
制
度
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
そ

の
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
追

納
を
す
る
こ
と
で
、
将
来
年
金

を
受
け
取
る
と
き
に
、
全
額
納

付
し
た
場
合
と
同
じ
年
金
額
が

受
け
取
れ
ま
す
。
追
納
を
ご
希

望
の
場
合
は
、
市
役
所
の
年
金

担
当
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

問 

保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
☎

内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

平
成
24
年
４
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す　

　

○
保
険
料
（
月
額
）

　
　
　

１
万
４
９
８
０
円

＊
平
成
23
年
度  

１
万
５
０
２
０
円

◎ 

学
生
以
外
の
方
で
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に

は
、
保
険
料
免
除
制
度
・
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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４
月
１
日
か
ら
、
外
来
診
療
の
場
合
で
も

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す

問保険年金課国保係（内線 112・113）

国民健康保険
からのお知らせ

Ａ 

．
保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
、

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
な
ど
で

受
け
た
保
険
診
療
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

＊ 

柔
道
整
復
、
鍼
灸
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
な

ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
． 

対
象
と
な
る
診
療
は
？ 

Ａ 

．
そ
の
月
に
再
度
外
来
診
療
を

受
け
た
場
合
は
、
入
院
と
同
様
、

月
の
初
め
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適

用
さ
れ
ま
す
。

Ｑ 

．
月
途
中
に
限
度
額
適
用
認
定

証
等
が
交
付
さ
れ
た
場
合
、
ど

の
時
点
か
ら
適
用
と
な
る
の
？

Ｑ 

．
平
成
24
年
３
月
31
日
以
前
に

交
付
さ
れ
た
限
度
額
適
用
認
定

証
等
で
も
使
用
で
き
る
？

Ａ 

．
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
は
使
用
で
き
ま
す
。

Ｑ 

．「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」

の
申
請
方
法
は
？

Ａ 

．
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑（
ス

タ
ン
プ
印
を
除
く
）
を
ご
持
参

の
う
え
、
市
役
所
本
庁
保
険
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

．
同
一
月
に
複
数
の
医
療
機
関

等
で
受
診
し
た
場
合
は
ど
う
な

る
の
？

Ａ 

．
医
療
機
関
ご
と
に
外
来
の
高

額
療
養
費
の
算
定
を
し
ま
す
。

Ｑ
． 

こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め
に

は
？ 

Ａ 

．
市
役
所
が
交
付
す
る
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
、
医
療
機

関
等
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
（
下
記
の
表
）
ま

で
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
． 

対
象
と
な
る
方
は
？ 

Ａ 

．
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
70
歳
未
満
の
方

＊ 

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納

が
あ
る
と
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

所得区分
自己負担限度額（月額）

３回目まで ４回目以降

住民税非
課税世帯

35,400円 24,600円

住
民
税
課
税
世
帯

一般
世帯

80,100円
（医療費が267,000円を超えた場合は
その超えた分の１％の額を加えます）

44,400円

上位所
得世帯

150,000円
（医療費が500,000円を超えた場合は
その超えた分の１％の額を加えます）

83,400円

◇自己負担限度額（月額）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
積
極
的
な
ご
利

用
を

　

○ 

『
効
き
目
が
同
じ
で
値
段
が

安
い
薬
』
で
す

◇ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

◇ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う

と
こ
ん
な
効
果
が

　

○ 

通
常
も
ら
う
薬
に
比
べ
、
2

割
か
ら
7
割
程
度
安
く
購
入

で
き
ま
す
。

　

○ 

少
子
高
齢
化
で
高
騰
す
る
医

療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

＊ 

公
費
負
担
医
療
（
マ
ル
福
等
）

の
方
も
、
積
極
的
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

◇ 

少
し
ず
つ
増
え
る
利
用
者

　

○ 

市
内
で
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
状
況
は
、
調
剤

医
薬
品
全
体
の
約
24
％
（
平

成
22
年
度
）。
少
し
ず
つ
利

用
す
る
方
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

◇ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
場
合
は

　

○ 

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、

良
く
理
解
し
た
う
え
で
変
更

し
て
く
だ
さ
い
。
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温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

義
援
金
（
平
成
24
年
１
月
28
日
〜
２
月
27
日
受
入
分　

順
不
同
、
敬

称
略
）

〈
団
体
・
法
人
〉

　

常
陸
太
田
市
地
区
町
会
長
協
議
会
連
合
会　

２
万
１
千
円
／
公
益

財
団
法
人　

徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

７
２
１
１
円
／
コ
コ
ス
ト
ア　

里
美
折
橋
店　

１
万
２
１
９
１
円

匿
名
の
方
１
件　

１
万
円

義
援
金
累
計　

４
千
67
万
８
１
０
５
円

◇ 

支
援
物
資
（
敬
称
略
）　

　
　

下
村  

浩
司
（
東
京
都
）

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
本
市
に
多
く
の
個
人
、
企
業
、
団
体
な

ど
か
ら
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

【
事
例
】

突
然
「
今
値
上
が
り
し
て
い
る

良
い
商
品
が
あ
る
」
と
電
話
が
あ

り
、
後
日
自
宅
を
訪
問
さ
れ
Ｃ
Ｏ

２
排
出
権
取
引
の
勧
誘
を
受
け
た
。

そ
の
際
「
元
本
は
必
ず
戻
る
」「
す

ぐ
倍
に
な
る
」
と
説
明
さ
れ
た
た

め
信
用
し
て
し
ま
っ
た
。

３
回
に
分
け
て
２
０
０
万
円
を

支
払
っ
た
が
、そ
の
後
す
ぐ
に「
値

段
が
下
が
っ
た
か
ら
追
加
の
保
証

金
が
必
要
に
な
っ
た
」
と
連
絡
が

あ
り
、
支
払
っ
た
お
金
は
す
べ
て

無
く
な
っ
た
事
を
知
っ
た
。（
60

歳
代
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

一
般
の
消
費
者
が
、
市
場
の
状

況
や
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
は
ほ

ぼ
不
可
能
で
す
。
多
額
の
お
金
を

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

 

Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
権
取
引

の
儲
け
話
に
注
意
！

　
　

〜
一
般
の
消
費
者
は
手
を
出
さ
な
い
で
〜

業
者
に
渡
し
た
も
の
の
、
業
者
と

連
絡
不
能
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
勧
誘
時
に
「
元
本
は
必

ず
戻
る
」「
必
ず
儲
か
る
」
な
ど

と
良
い
こ
と
ば
か
り
を
告
げ
ら
れ

た
り
、
リ
ス
ク
の
説
明
を
受
け
な

い
ま
ま
契
約
し
、
多
額
の
損
失
を

被
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
で

す
。投

資
経
験
の
無
い
高
齢
者
に
勧

誘
が
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
の
も

特
徴
で
す
。

し
く
み
が
分
か
ら
な
け
れ
ば

「
契
約
し
な
い
」「
ハ
ッ
キ
リ
と
断

る
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
70

‐
１
３
２
２
）

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

わ
ら
い
声  

み
ん
な
の
え
が
お  
ご
ち
そ
う
だ

　
﹇
小
学
３
・
４
年
生
の
部
﹈
太
田
小
３
年　

押
野  

め
ぐ
み

◇寄附の受入れ◇

氏名等 住所 寄附財産 目的

茨城みずほ農
業協同組合

山下町 50,046円社会福祉事
業のため

平
成
23
年
度
常
陸
太
田
市
家
庭
の
日
推
進
募
集
標
語　

優
秀
賞

お買物をするときは、

マイバッグを持参して

レジ袋削減に取り組み

ましょう。

「ふるさと常陸太田」への
ご支援ありがとうございます

ふるさと納税により、寄附をいただいた方で

す。寄附金は大切に使わせていただきます。

（平成 24年２月受入）
氏名 住所 寄附金額 使途

高田俊幸様 那珂市 100万円 指定なし

✿✿
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春
は
卒
業
や
定
年
な
ど
慣
れ
親
し
ん

だ
環
境
と
の
別
れ
や
、
入
学
、
入
社
、
転

勤
な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変

化
が
起
こ
る
時
期
で
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
の
変
化
に
人
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。

喜
ば
し
い
出
来
事
で
さ
え
ス
ト
レ
ス
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
つ
の
出
来
事
は
小
さ
く

て
も
、
環
境
の
変
化
や
心
配
事
が
積
み
重

な
る
こ
と
で
「
う
つ
病
」
な
ど
の
心
の
病

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
気
づ

き
、
早
め
に
正
し
い
対
処
が
必
要
で
す
。

◆ 

自
分
の
体
調
で
こ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

□ 

疲
れ
て
い
る
の
に
2
週
間
以
上
眠
れ
な

い
日
が
続
い
て
い
る

□
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て
い
る

□
だ
る
く
て
意
欲
が
わ
か
な
い

相談名 日時・場所 予約・相談先 専門職等

こころ
の相談

毎月第３水曜日
午前 10時～午後 4時
市役所本庁 1階相談室

社会福祉課
（内線 162）

精神保健
福祉士

精神保
健相談

毎月第４水曜日
午後 1時～午後 4時
総合福祉会館相談室

健康づくり推
進課
（☎ 73-1212）

精神科医・
保健師

毎月第 2水曜日
午後 2時～午後 4時
常陸太田合同庁舎相談
室

常 陸 大 宮
保 健 所（ ☎
029-552-1157）

心
の
専
門
相
談
窓
口

（情報政策課広報広聴係あて）

＜回答方法＞
アンケート用紙を切り取って、最寄りの公共施設のアンケート回収ボック

スに入れていただくか、ファクシミリ（72-3002）でお送りください。二
次元コードを認識できる携帯電話をお持ちの方は、右の画像を読み取って

アンケートサイトから回答することもできます（※通信料がかかります）。

✂

切り取り線

＜質問内容＞　番号に○をつけてください

性別   ① 男　　② 女 年齢
  ① 19歳以下　② 20～ 39歳　③ 40～ 59歳
  ④ 60～ 79歳　⑤ 80歳以上

質問１
広報紙は普段からよく読みますか？
　① よく読む　　② さっと目を通す程度　　③ あまり読まない

質問２

毎月の広報紙で関心があるコーナーは何ですか？（いくつ選んでも可）。

　①特集　②おめでとうございます　③エコミュージアム通信　④二孝女物語　⑤市民が講師の生涯学習講座　

　⑥子育て応援広場　⑦つながりぼん　⑧広報協力員の突レポ！　⑨里←→まち交流掲示板　⑩エコエコ情報局　
　⑪健康スポーツだより　⑫スポーツ推進委員だより　⑬トピックス　⑭国民年金通信　⑮インフォメーション

　⑯まちの話題　⑰園児たちのギャラリー　⑱がんばってます！　⑲てくてくウォーク　

質問 3
広報紙で掲載してほしい記事やコーナーがあれば記載してください。

質問 4
広報紙全般について、ご意見があれば自由に記載してください。

広報
ひたちお

おた

「広報ひたちおおた」について、市民の皆さんのご意見をお寄せください。

お寄せいただいたご意見は、今後の広報紙づくりの参考にさせていただきます。

✂

切
り
取
り
線

◆ 

該
当
す
る
場
合
は
専
門
機
関
に
相

談
を

「
お
か
し
い
…
」
と
思
っ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
、ま
ず
は
専
門
医
療
機
関（
心

療
内
科
・
精
神
科
）
や
、
次
の
専
門
相
談

窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

【
東
海
村
】

第
23
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

約
２
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
没
後
は
「
あ
ん
ど
ん
」
や
「
ぼ

ん
ぼ
り
」
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

行
わ
れ
ま
す
。
昼
間
と
は
違
う
幻
想

的
な
夜
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

◇ 

と
き　

４
月
１
日
日
〜
15
日
日
（
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ　

日
没
〜
午
後
９
時
）

◇ 

と
こ
ろ　

阿
漕
ヶ
浦
公
園
（
国
道

２
４
５
号
沿
い
）

問 

東
海
村
観
光
協
会
（
東
海
村
経
済
課
内

　

☎
０
２
９
‐
２
８
２
‐
１
７
１
１

　

内
線
１
４
３
８
）

問 

健
康
づ
く
り
推
進
課

（
☎
73
‐
１
２
１
２
）
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まちの話題 my town news 

2月 5日、小沢町集会所において、老人会と子ども
会が共催で三世代交流の広場が開催されました。

お年寄りの皆さんも繭玉づくりは約 40年ぶり。昔
を懐かしみながら喜んで子どもたちに指導していまし

た。子どもたちも慣れない手つきながら目を輝かせて

熱心に飾り付け。できた繭玉は西小沢小学校に飾るこ

とになり、郷土文化に

触れながら、きなこ餅

などで満腹になった子

どもたちはとても喜ん

でいました。

2月 14日、花房町の青
おおき

木公民館で青
おおきえいじゅかい

木永寿会（井坂

贇雄会長）が健康教室を行いました。

28人が出席し、午前中は介護予防教室で栄養士や歯
科衛生士さんから健康でいるための講義を、午後は消

防職員から救急救命の熱のこもった実技指導講習が行

われました。

この教室は毎年行われ今年で 3回目。井坂会長は「土
日以外は若者が少なくなるこの地区はお互いの見守

りや助け合いが基本、

救急救命方法が身に

ついていれば役立つ

ことが多く、これか

らも続けて行く」と

話していました。

下利員町の有志が結成した「下利そば会（須藤章会

長）」が、2月 11日に 1日限りの新そば食堂を下利員
公民館で開きました。

同会では町内の遊休農地で常陸秋そばを栽培して秋

に収穫。そのそばを地域の方に無料で味わってもらお

うと、今回開催されたもので、地域の方など約 120人
が打ちたて茹でたてのそばを堪能しました。

2月 12日、西染町の西染生活改善センターで今年
22回目となる鳥追い祭りが行われました。
地域の三世代の 100人を超える方が参加し、餅や味

噌こんにゃく、豚汁など温かい物を食べながら地域の

行事を楽しみました。

主催の西友クラブの

石澤昌治会長は、「子

どもたちが喜んでく

れるし、これからも

地域の交流の場とし

て、長く残していき

たい」と話していま

した。

鳥追い小屋の中で楽しむ子ど
もたち

紅白の餅を木につけて繭玉
をつくる参加者。子どもか
らお年寄りまで三世代が楽
しく交流した

世矢地区に伝わる真弓駒は、西暦 807年に始まると
言われる八幡太郎義家ゆかりの真弓神社の、歴史の中

から誕生した地域の伝承文化です。

その真弓駒を伝承していこうと、1月 31日に世矢公
民館（田村俊男館長）と世矢小（萩庭宏信校長）の共

催で、５年生と地域のお年寄りが参加しての真弓駒つ

くりが行われました。

世矢公民館の方々の指導のもと、子どもたちは真剣

な眼差しで駒の組み立てから着色を行い、三世代が交

流しながら伝承文

化に触れました。

心臓マッサージの方法を熱心
に聞く参加者

真弓駒の作り方や色
の塗り方を聞く子ど
もたち

もりそばの他にも、つけけんちん
そばも振る舞われた

地元のそば打ち名人が、つゆにま
でこだわって提供したもりそば
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誉田地区に住む住民の趣味の作品展が、2月 3～ 5
日に誉田公民館（曽根秀嗣館長）などを会場に行われ

ました。

今年で 5回目を迎えるこの展示会は、年々規模が大
きくなり今年は 160点余りの作品が展示されました。
展示の作品は多彩で編物・パッチワーク・写真・書道・

絵画や絵手紙・盆栽・工芸など幅広く、また、その作

品の完成度も高く訪れた方を楽しませました。

2月 12日生涯学習センターで市少年少女合唱団創立
20周年記念コンサートが行われました。
合唱団は、平成 4年に誕生して以来 20年目を迎え、

卒団者数も 200人を超えました。コンサートの中でこ
れまでの団の歴史や思い出を振り返り、会場の全員と

合唱し、コンサートは大いに盛り上がりました。

また、特別演奏として卒団生の在籍する水戸二高

コーラス部 OGで結成されたMLR（ムールリー）合唱
団も参加し、美し

い歌声を響かせま

した。

鯨ヶ丘商店街（東一～三町ほか）の各店舗で、2月
24日からスロータウン鯨ケ丘ひなまつりが開催され、
約 50店舗に展示されたひな人形やつるし雛が、土蔵
や町家など歴史的な建造物が残る鯨ケ丘の街並みを華

やかに彩っています。

また、鯨ヶ丘商店会加盟店 40店によるひな巡り
ウォークラリーや、お茶のおもてなしも実施していま

す。鯨ケ丘ひなまつりは 3月 25日まで開催されてい
ますので、ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

2月 22日、金砂郷小（井上悠紀子校長）の 3～ 6
年生が、地域の田楽師や楽師の方 6人を招いて金砂田
楽の発表会を行いました。

発表会は同校の総合的な学習の一環で行われている

もので、子どもたちが金砂田楽の 4つの段「四方固め」
「獅子舞」「種まき」「一本高足」を月 1回練習し、そ
の成果を披露したものです。

「最初は難しかったけど、練習してうまくできるよう

になった」「見てもらえて良かった」と話す子どもたち。

6年生が中心となって会場や用具などの準備をし、み
んな意欲的に学んでいます。今回の発表会は、地域の

方と交流しながら、

伝統行事を学ぶ機

会となりました。

水戸二高コーラス部 OG
ムールリーも参加してス
テージを盛り上げた

様々な力作が並ぶ作品展
は、地域住民の趣味の発
表の場となっている

楽師の方の演奏に合わせ
て、獅子舞の段を披露す
る子どもたち

地域の方から四方固めの
段のアドバイスを受ける
子どもたち

素晴らしい作品に見入る
来場者。今年も多くの方
が訪れた

ステージで明るく歌う子
どもたちの歌声が会場に
響いた
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東
京
都
出
身
の
長
島
、
青
森
県
出
身

の
笹
川
、
つ
く
ば
市
出
身
の
石
川
の
３

人
で
昨
年
４
月
か
ら
里
美
地
区
に
移
り

住
み
、「
常
陸
太
田
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
の
見
直
し
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、
市
産
品
・
情
報
の
外
部
発
信
、

交
流
人
口
の
拡
大
が
主
な
活
動
の
中
心

で
す
が
、
他
に
も
農
作
業
や
地
域
の
活

動
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
食
を
中
心
に
据
え
た
事
業

で
、
里
美
地
区
の
旬
の
食
材
を
使
用
し

た｢

里
美
御
膳｣

の
提
案
や
、
月
に
一

度
開
催
さ
れ
て
い
る
マ
マ
ン
カ
市
場

（
世
田
谷
区
下
北
沢
）
で
市
産
品
の
販

売
・
Ｐ
Ｒ
、
里
美
地
区
内
の
地
域
資
源

を
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
作
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

活
動
中
や
普
段
の
生
活
の
中
で
も
初

め
て
見
る
物
、
食
べ
る
物
が
多
く
、
活

動
を
始
め
て
丸
一
年
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
新
し
い
発
見
が
あ

り
、
常
陸
太
田
市
の
魅
力
や
地
域
の
多

様
性
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
年
間
を
通
じ
た
ツ
ア
ー
の
企

画
、
都
市
部
で
の
市
産
品
販
売
の
継
続
・

新
規
市
場
開
拓
、
地
域
資
源
を
ま
と
め

た
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
３
人
の
活
動
を
有

効
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に
４
月
か
ら
増
員

予
定
の
隊
員
と
協
力
し
て
引
き
続
き
地

域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

日
々
の
活
動
内
容
は
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
の

｢

つ
な
が
り
ぼ
ん｣

と
い
う
コ
ー
ナ
ー

で
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

長 島 由 佳 さん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

くん

くん

石 川 明 紗 さん
笹 川 貴 吏 子 さん

ちゃん

ちゃん
ちゃん




